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北欧における健康運動に関する調査報告
日青 山 紫恵子（北方園生活福祉研究所）
抄録
1999年8月の夏期休暇期間を利用して北欧の都市ストックホルム市を中心にスウェーデンに
おける健康運動を調査した。スウェーデンは1969年に「トリムの中のスウェーデン」と銘打って
国民の健康っくりに取り組んだ実績を持っている。それから30年を経た現在のスウェーデンの
健康っくりへの取り組みを国の組織である健康っくり協会（コルベン）を訪問して知ることが
できたので報告する。またストックホルム市民の健康運動を実際に体験して，都市での健康運
動の実際と自然環境をどのように健康っくりに組み込んでいるか，垣間見たその一端を合わせ
て報告する。さらにストックホルムに滞在中にフィンランドンのヘルシンキ市を訪ねる機会に
恵まれたので，そこで、出会った健康運動用具 （ノルデイクウォーカー）等を紹介する。
キーワード・健康運動，ノルデイクウォーカー，スウェーデン
I はじめに
本学北方園生活福祉研究所所員でもあり本学生活福祉
学部の教授である小川信子先生の計らいで，「トリム運
動」の生まれ故郷でもある北欧の健康運動に触れる研修
視察が実現した。夏期休暇を利用したため研修期間に充
分な余裕が持てたことは大変幸運であった。それはこの
機会が次の二つの希望を叶えることができたからであ
る。一つには，できるだけストックホルム市民の生活に
触れたうえで， 一人の市民の意識に近づいて自然な形で
健康運動を体験する。二つ目は健康運動について国の対
策とその現状を確認した上で人々の日常生活の中にある
健康運動を見つめることである。
I スウェーデンの健康っくりと健康運動
l.健康っくり協会・コルペン（KORPEN）を訪
れて
スウェーデンの全国民の健康づくりを推進している健
康っくり協会・コルペンを訪問し，スウェーデンの健康
づくりの対策と現状をうかがった。今回訪問したコルベ
ンは，ス トックホルム市内の地下鉄の南端Farsta駅にほ
ど近い閑静な場所に事務所をもっコルベンの全国組織の
本部である。
l ）コルペン（KORPEN）とは
スウェーデンスポーツ連盟には67の各種のスポーツ連
盟が加入しているが，コルベン（KORPEN）はその加入
連盟の一つである。このコルベンは，スウェーデンの健
康っくりを刺激し，人々に如何にスポーツ（特に企業の
中でのスポーツとか，一般社会の中でのスポーツとか）
を広めて行くかを活動目的とした団体である。最初は企
業の中でのスポーツ＝健康運動を中心として出発したの
であるが，現在は企業だけではなく一般の人々に向けて
の健康っくりにも貢献している。したがってコルベンの
活動はベビーのスイミングから，限りなく高い年齢層の
人々までを対象としたスポーツのプログラムを立案し，
提供することである。
コルペンの名称の由来は，スウェーデンコーポレー
ションのスポーツという意味から出発した。つまり，色々
な企業がコーポレーションをつくって，スポーツを通じ
て職場を改善していこうという目的から発達したもの
で，それがコルベンという呼称に変わったものであって，
何かの略称ではない。みんなでコーポラテイブしよう！
全体・共同でスポーツしよう！という意味が込められた
ものである。国際的には20年前にヨーロッパにフェゼレ
イションコンパニースポーツという団体をつくり，今日
その加盟が20カ国に及んでいる。この国際的な組織は2
年おきに世界大会を開催していて，20カ国の人々が集い，
スポーツを楽しむようになっている。今年は，イ タリア
の地トランティーノでその大会が開催された。2001年は，
ラトピアのリガで開千甚される。このように，スウェーデ
ンの国のスポーツの境界がなく，誰でもできるという思
想が，世界中に広がって，世界の中の国の境界がとれて
きている。スポーツを通じて世界の平和に貢献している。
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2）コルベンの組織はどのようになっているか
それぞれの地域（kommun）にはそれぞれの地域の組織
体があって，各地域の活動は各地域のコルベンが実施す
る。したがってメニューも全国トータルすると，相当な
数になる。例えば，全国のメニューが約50種類。それぞ
れに運動の種類も約50種類ある。そして人数においても
小人数の活動からかなり大きな人数の活動までさまざま
ある。さらに全国の組織と地域の組織の聞に19の県
(Lands ting）の組織があって，各地域の組織の上部に位
置する。この県の組織はリーダーを養成する事業を行っ
ていて，コルベンの末端の支部組織である 270もの地域
の組織と繋がっている（270はKmmunの数に相当する）。
健康っくり協会
KOR PEN 
－本部
県のKORPE N支部
( 1 9支部）
・リーダー養成等
地土或（kommun）のKORPEN 
( 2 7 0支部）
・各スポーツメニューの立案
－各スポーツプログラム運営等
図1 コルペン（KORPEN）の機構図
県の組織は中級の組織（この19の数は県の数に相当す
る。スウェーデンの県は保健医療の管轄で区分されてい
る）で各県の医療とドッキングしながら健康づくりに携
わっている。したがって，コルペンは各県の医療の健康
づくりに，予防医学的な役割を果たしていたので、かつて
は県からの補助もかなりあったが，今は節約ブームに
なっているのでその支援は非常に少なくなっている。
3）各組織の活動の費用の捻出
一つには，スウェーデンスポーツ連盟からの補助金で
ある。もう一つにこの組織の中で一つの会社を興こして
そこからの収益（例えばTシャツにマークを入れて販売）
を得るなどして，この活動を支える資金を生み出してい
る。それはスウェーデンスポーツ連盟からくる予算だけ
では足りないからである。現在県からの支援が得られる
のは，例えば一つのプロジェクトをつくるとそれに対し
て支援がくるというケースである。それから末端の支部
の活動に参加するのに，費用は全く無料ではないので，
その参加費の収入が加わる。270の末端の支部の活動の
場合，多くは公的な施設を利用している（例えばプール
であるとかグラウンドとかイ本育館など）。かつてはこの
ような公的な施設は殆ど無料で使用できたが，最近は有
料になったため，これらの費用も生み出さなければなら
なくなっている。以前は補助制度で賄っていたものも，
時代と共に受益者負担の考え方を導入せざるを得ない社
会に変わりつつあるようである。それでも公的な施設は
非常に安い料金で使用できる。
4）コルペンのビジョン
3年に 1回，組織の全国大会があってコルペンは何を
すべきかと組織の目的を確認している。今年がその年に
当たり，“2008年に向けてのビジョン”というビジョン
で計画作りをして行こうということが，この大会で決
まった。この2008年に向けてのビジョンというのは 「今
やっている運動の質を上げよう！，メンバーを増やそ
ういそして全体のボリュームを上げて行こう！ 」であ
る。その目的が達成されているか3年毎にチェックする
ことが決定した。「スポーツには境界線がない。だれでも，
いつでも参加できる」がそのモットーになっている。も
う一つのモットーは，スポーツをすることによって社会
性が生まれ，社会的参加をすることによって，人生の幸
福感，喜びが得られる。このこつをモットーにしている。
このことは何か自分でしなければいけないというのでは
なくて， 「参加することによって喜びを受けることがで
きる」ことを伝えている。それに対しては誰も反対する
者はいない。
スウェーデンの国の組織で，「国民の健康」という研
究所がある。そこの一環として2001年を受けて“健康に
なろう！ ”という大きなプロジェクトがある。この2001
年の健康っくりのモットー “スウェーデン人は，すべて
運動の中にある国民である”という標語ができている。
2001年のプロジェクトに参加してどういうプログラムを
やるか，今プログラム作りをしているところである。
5）広報活動
〈スポー ツと環境〉
さらにウメオにあるテレビ局と共同で 「国民の健康」
というシリーズでテレビ番組を放映することになってい
る。それによってコルベンの運動を紹介していく。また，
運動は国民のための運動という問題だけではなく，必ず
環境と結び付いていることをパンフレットで紹介して，
環境に優しい運動をしよう訴えている。例えば，「自転
車に乗っても環境は壊れない」といったような，車を使
わず自転車を使うことによって環境を大切にしようとい
う一つのパンフレット （写真2.a）である。学校に登校す
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るときに，会社に出勤する時に，車でなく自転車を使う。
それで健康になると同時に環境にも優しいというのが
キャチフレーズである。定期的に「国民と健康」という
機関紙（写真1.b. c）を発行しているが，この今回のテー
マが「サイクリングすなわち自転車で通勤しよう 1」で
ある。この自転車運動は同時に健康インチュテートとの
共同作業でもある。これは「企業に向けての私たちの警
告」というタイトルのパンフレット（写真2.b）である。
特に55歳以上の雇用者を対象に企業が実行するピ一アー
ル紙になっている。これは， 55歳以上になると体力もお
ちてくるので，企業の働く環境を整備するのはもとより，
同時に従業員が手軽にできる，例えば水泳であるとか，
軽い体操，あるいは散歩などの実施を，企業が従業員に
対して触発することを推奨する ものである。特に， ス
ウェーデンでは，散歩を単なる散歩ととらえるのではな
く，非常にポピュラーな健康運動としてとらえている。
これは，お金もかからない，いつでもできる，そして年
齢を問わない，一番広いスポーツである。
〈パントラーへのスポーツのすすめ〉
写真1 コルペンから配布されるパンフレッ卜と機関誌
左上 a，右上 b，左下ー C，中下－d，右下－e
写真2 左－a 自転車に乗っても環境はこわれない
右－b 企業に向けての警告
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ここに， 55歳以上の人達への1つのパンフレットを紹
介しよう［PANTERDAGEN] （資料1）。55歳以上を
すぎた人のことをパントラー （PANTER）という。イ本
力のおちた，その人達への対策という意味を込めている。
1999年は国連の高齢者年にあたり，それとタイミ ングを
合わせ9月5日にスタジアムで55歳以上のマラソン大会
を実施する。3km • 5 km • lOkmのやさ しいコースを用意
し， 3つのコースを自分の体力に合わせて選べるように
なっている。
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資料1 「パントラー へのスポ ツーのすすめ」のパンフレッ卜
〈チームスポーツのすすめ〉
グルー プでなければできないスポ ツー （チームスポー
ツ）がある。パンデイーというスウェーデンで発達した
スポーツ （アイスホッケーの陸上版のような，スティッ
クでボールを転がしてゴールに入れるスポーツ）の勧誘
のパンフレツト（写真1.d）である。スポーツの対象者
は， 16～30歳位の比較的体力のある人達のスポーツであ
る。「すべての人へのスポーツ」というタイトルの，メ
ンバーに配布する定期刊行物（写真1.a）もある。一般的
にはメンバーでなくてもスポーツイベン トには参加でき
るが，チームスホ。ー ツの場合はメンバーである必要があ
る。
6）コルペンのメンバーになるには
チームスポーツに参加したり， リーダーになるコース
に進むには，コルベンのメンバーの登録が義務づ、けられ
ている。メンバーになるには，各地域のコルペンに行っ
て，簡単な申し込み用紙で申し込みをすれば，コルベン
のメンバーになれる。メンバーになると，活動中の事故
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に対しては保険が適応される。連盟では一人でも多くの
メンバーを増やしたいという願いを持っているが，散歩
やサイクリングなどのような個人的スポーツに参加する
にはコルベンのメンバーであることは条件にはしていな
い。特に，自転車だとか散歩というのは，非常に事故が
少ないので，参加者を招待した場合に万が一事故が発生
しでも保険で対応できるようになっている。メンバーに
なっていなくても参加者には，すべて保険がかけられ，
事故に対する備えはできている。主催者であるコルベン
が全体の連帯保険契約を結んで、いるので，参加者が個々
に保険をかける必要はないのである。
7)コルベンで育ち、コルペンから巣立ったもの
コルベンの事業へ参加する障害者の数は多くはない。
というのも，障害者のためのスポーツ協会がある。しか
し，コルベンが企画している催しには，誰でも参加でき
るので，簡単な散歩とか自転車には，もちろん軽い障害
者は参加している。歴史的にいうと，スウェーデンの障
害者のスポーツはコルベンで生まれ，育ったものである。
現在はそこから離れて独自の組織を作った障害者スポー
ツ連盟は，多数の国際的な大会に出場するなど，非常に
幅広い障害者スポーツを展開している。
また，インネパンデイという競技もここから生まれて、
育ったものの一つである。現在は独立した全国規模の連
盟を組織している。例えこのように独立した連盟であっ
ても，目的が一致する場合，協力体勢をとって行ってい
る。
8）コルベンのリーダー（指導者）について
専門的知識や技術が要求される種目とそうでない種目
によ ってリーダーの活躍が制限を受ける。一人のリー
ダーが複数の種目のリーダーが務まるかどうかケースノf
イケースである。例えば，こどもサッカーチームのリー
ダーを月曜日から金曜日までやり，土・日曜日に，サイ
クリングのリーダーというようなケースでは複数の種目
の指導が可能になる。
リーダーとしての活動は職業ではなく ，自分の自由な
時間にできる余暇活動と位置づけられている。その指導
した時間に対しては，何らかの保証はされるが，スウェー
デンのスポーツのリーダーは全部ボランテイアの指導者
であるといってもいい過ぎではない。
リーダーが指導のために費やした必要経費はどこまで
保証されるか。例えば，指導の目的で使用したガソリン
代，電話料金など，必要経費の実費が支払われる。ただし，
体操のジムの指導者あるいは審判員，判定員のような資
格者に対しては定められ金額が支払われる。その他の
リーダーは，ほとんどがボランティアである。
9）コルベンのキー｝＼ーソンとは
現在，「健康キー （鍵）」と呼ばれる人材を雇っている。
今コルベンには，企業に出向いて，企業にインフォメー
ションを与えようという一つのプロジェクトがある。そ
のプロジェクトで「健康キー」と呼んで、いる人材である。
特に有資格者ではないが，健康チェックができるだけの
知識は持っていて，企業の従業員の体力の測定を行った
り，企業内のスポーツクラブの設立をうながしたりする
アドバイザーである。
〈具体例〉
例えば，体力テストの実施は 1回だけではなく，数カ
月の実施の経過を見て，その結果についてのレポートを
作成し，それを一つのパッケージにして企業に計画案を
提供したり，提案したりする。
〈キーパーソンの派遣の主導権はコルベンか企業か〉
これは，いくつものケースがある。例えば，企業によっ
ては従業員の健康に対し，あまり関心を示さない場合も
あり，そのような企業には，キーパーソンが出向いて必
要性を説いたり，内容や場所，そして方法など，ケース
に合わせて，キメ細かくアドバイスし，また，実施しや
すいよう利用例などを提案している。
この実現は，企業にとってはとても大きな財産になり，
それが企業の責任であることを気づかせたい。
実施場所についてもそれぞれの立地条件に合わせて用
意する場合もある。企業の中で広い場所があればそこで
行うなど，それぞれの企業の実態に合わせて応じられる
ようにしている。
〈どの企業にもコルベンはあるのか？〉
全部にはないが， 50人以下の企業に対しでも，コルベ
ンに参加するようにインフォメーションをしていこうと
いう気構えでいる。
〈生活リズムの指導をモットーに〉
リーダーになる人に教える一つのモットーは，生活リ
ズムをつけさせるために，努力しよう！である。一日の24
時間を 3等分して，バランスのよい生活のリズムを実現
しようというものである。
（労働8，余暇活動8，睡眠8)
〈リーダーの養成と求められる資質〉
指導するスポーツの内容によって違いがある。例えば
散歩のような軽スポーツの場合には特に難しい運動とい
う訳ではないので，統率力や社会性が求められるが，特
に資格は要求されない。ただし，チームスポーツ（テニ
ス・卓球のクラブ等）になると，そのスポーツに卓越し
ていることが要求される。スポーツに興味があってボラ
ンティアでやってみたいと考えている人達が自主的に受
けられるコースもある。いずれにしても，中級組織であ
?????? ?
る県の19の支部にはリーダーを養成できる基本的なコー
スが用意されている。他に，スウェーデンでいうジンパ
（健康体操・リズム体操）の指導員になるには， 専門的
知識や社会性が要求されるので，専門のコースで学ぶこ
とが義務づけられており，コースも用意されている。
10)学校教育との関係はどのようになっているのか
学校は， kommunが単位であるから，そこの中での連
帯活動という意味で学校の中でもインフォメーション活
動や共同作業がある。例えば，子どもの多い地域では子
どもの興味のあるスポーツを多種計画して行かなければ
ならない。日本の学校のように学校単位のクラブ活動は
ないので，青少年のスポーツ活動も地域が行うので， そ
ういう意味では，学校教育との連携が非常に重要になっ
てくる。
〈活動時期はいつか〉
9月1日から学校が終わる 6月までが，活動の時期で
ある。6月に学校が休みに入ると，私達の靴も棚に上げ
られる。現在は夏休みで計画を立てる時期にあたり， 8 
月25日すぎから， 9月1日以降になると活動がみられる。
夏は、ゴルフくらいしか行われてない。
1）国民の健康づくりの機関としての誇り
国の機関としての“国民と健康”が，すべての健康っ
くりの柱としてコルペンから各機関に発信されており，
また，ここが組織するプロジェクトで各機関との協調性
を延ばしている。すべての健康っくりについてコルベン
が掌握している。
12）日本人の健康へのワンポイントアドバイス
かつて，日本人はとても健康だ、と聞いていたが，近年
は，色々な状況の変化により，健康を損ねているように
見える。日本人は生活のバランスすなわち「労働 ・余暇
活動・睡眠のバランス（8時間 8時間8時間のバラン
ス）」が，崩れている証拠だと思われる。
最後にコルベンの事務局長BoHesselstal氏に， 大き
な課題をお土産に戴いてインタービュを終えた。
2.スウェーデン（ストックホルム市を中心lこ）の健
康運動の実際
今回の研修は，健康っくり協会の存在を知ることから
始まった。 そこでのインタビューを手掛かりに市民の健
康っくり（健康運動）をさがしてみた。
1 ）野外での健康運動（ジンJ'Oの実践
夏季休暇中ということもあって，街中や公園の人の数
が少ないように感じられたが，夕方広い公園で健康運動
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が行われた。5時頃到着するとまだ1つ前のトレーニン
グジムの運動プログラムが続いていた。それはハイパ
ワーのエアロピックダンスである。それはしばらく続い
てからアップテンホ。の音楽がスローダウンしてクールダ
ウンのストレチングに変化し， 前のプログラムは終了し
た。それから参加する予定の トレーニングジムのプログ
ラムが開始されるまでは数分を用しただけであった。そ
れは音楽の曲に合わせて全身の筋肉と関節をあますとこ
ろなく動かす組み立てになっている。エアロピックダン
スに似ているが，もっと体操の要素の強いものでそれと
は区別して 「ジンパ（gympa）」 とか「モショーン
(motion）」と呼んでいた。参加者は台上の指導者の動
きを正確に模倣して動いていた。
このプログラムを前のプログラムとの比較も加えなが
ら整理してみる。（＊印は前プログラムのエアロピック）
参加者の年齢層：小学生位～高齢者まで幅広い
老若男女入り交じってという表現がふさわしい
＊高校生から中年層が中心
参加者数：150～200名位
（夏休みのため休館（業）するトレーニングジムが多い
ので，運動不足解消の人たちが集まる。
*20～30名位
運動時間： 1時間～1時間30分位
＊不確認
運動強度：個人差はあるが，晴山の場合135～140
拍／分（自覚） 多量の発汗がみられ，息が弾む状態で，
慣れてくると音楽に乗り楽しく感じられた。80～85%強
度（自覚心拍数から推定）
＊推定心拍数150～160拍／分
参加者の表情：真剣に運動に取り組み，殆ど途中で休ん
だり抜けたりする様子はみられない。運動は上手くはな
いが正確で、，ダイナミックでリズミ カルな運動を楽しん
でいる表情であった。
＊激しいリズムに乗り切っていて誇らし気である。
会場までのアクセス：自転車や自動車 （少ないが）で集
まった様子で，終わった後はリュックの中から着替えを
出し，サッと着替えて自転車を走らせていた。
参加料 ：無料
市民も指導者もバカンスで街を離れる人が多いので， ト
レーニングジムを閉鎖している。都合のつく指導者が
サービスで行い，9月からの会員募集に向けてのアピー
ルを兼ねている。又， 参加者は色々なジムの指導プログ
ラムや雰囲気を体験してトレーニングスタジオ選択の資
料にしているようである。
?〈
?
?ー??
北欧における健康運動に関する調査報告
2）トレー二ングスタジオでの健康運動（ジンJOの
実践
8月25日になると市街地は少しずつ人が戻りはじめた
様子で活気がでてきた。スウェーデン人は朝が早く， 7 
時頃の街中は自転車で通勤する人，地下鉄を利用する人
が行き交う。そんなにぎやかなメイン通りに面したビル
のl階に「Saga motion」というトレーニングスタジオ
の入り口がある。扉を一枚開けると受付である。（写真3)
写真3 受け付（Saga motion) 
Saga motionの1週間のプログラムは，資料2の通り
で， 早朝は 7: 00から夜間21:00まで多彩に組まれてい
る。このトレーニングスタジオでいつかのメニューを体
験したので，そのうちの一つを紹介する。
時間帯 ：17:30～18: 20 
メニュー： Medelgympa
参加者年齢層 ：30歳代～60歳代
参加者数 ：約20～25名 （ほとんどが女性）
運動の内容 ：あらゆる運動要素を組み込んだ全身運動
を音楽（動きの流れにマッチするように構成した）テー
プを流しながら，力強く，かつリズミカルに施う。運
動は教師の示範と言語指示（掛け声）によってすすめら
れる。
運動の強度： 開始直後は，心拍数約120拍／分前後
開始20分後には130拍／分～140拍／分（筆者自覚強度）
実施施設環境： 30人ほどが運動するとほぼいっぱいに
なるフロアーの広さで天井も低め
動き始めると直に汗が流れ出す。そのための水分補給
用の飲料水とタオルを持ち込んでいる。また受付のカウ
ンターでバナナと飲料水が販売されている。
写真4 待合室とクツ箱
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資料2.ストックホルム市内の トレーニングスタジオ
Saga Motion のプログラムと料金表
- 114 -
実施後は次レッスン者のために直ちにシャワー室に移
動。運動実践の空間やその他付随する空間が極めてシン
プルである（写真4）。
レッスン料金：ジンパの10回券 550SEK（約7,900円弱）
を使用した（資料3）。
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資料3. Saga Motion のジンパ回数券
この体験を通しての感想を以下にまとめてみた。
・簡易性，簡便性 ：歩行者の多い通りに面しているため，
所用のついでに立ち寄れる便利さとコンビニエンススト
アで弁当を買うようなを気軽さを感じる。
－自由性 ：豊富なメニューの中から自由に選択できるの
で，その日の体調や仕事の予定に合わせやすい。そのた
め無理をしたり，諦めたりせずにすむ。このことは，長
期で考えると重要な意味をもってくる。
－経済性 ：日本の利用料金も価格競争にあって，以前に
比べ随分利用しやすい料金になってきているが，同条件
では、これほどには安価ではない。
－合理性 ：身体活動能力の維持 ・向上と消費エネルギー
の増大という健康運動の目的を無駄なく果たしている。
更衣室やシャワ一室も昔の日本の銭湯のようなシンプル
さを感じる。 これも 「汗を流し着替える」目的を果すた
めに無駄がない。
3）都市空間で見つけた健康っくり
〈自転車通行のすすめ〉
健康っくり協会コルペンの機関紙 「国民と健康」の今
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回のテーマは “自転車で通勤しよう”で、あり，パンフレツ
ト
的に自転車に乗ることを推奨している。その対策が政治
や経済活動やマスメディアとドッキングしている。
－サイクラーのための手押し信号（写真5)
－遊歩道の石段の中央に設置された自転車用の通路（写
真6)
写真5 サイクラーの手押し信号
写真6
－市街地には車道の一部（歩道寄り）にラインマーカー
された自転車専用道路が多く観察できる。
－新聞の広告や各種企業の販売合戦のちらしに 「マウン
テンバイクのおまけ付き」の見出しがよく日に付く。
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〈陽光の恩恵を求めて〉
・マッサージや指圧は室内ばかりとは限らない（写真7)
．住宅街の公園でジャンボチェスに興ずる孫と祖母（写
真8)
』『
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写真7 屋外のマッサージ
- _., 
写真8 ジャンボチェスに興じる孫と祖母
. 8月の水辺祭りには出店の散策や趣向を凝らしたス
ポーツやコンテストを楽しむ。（写真9)
・街中にも水辺を生かした散策路が整備されている。所
々私有地の庭を抜けて表通りに出られる。（写真10,11) 
4）郊外で見つけた健康っくりと健康運動
－各種の軽スポーツを楽しむ若者たち（写真12)
・マナハウス（領主の館＝昔の農場主の屋敷を復元しホ
テルや所有地を利用してのリゾート施設）の経営する乗
馬クラブに馬を預け週末乗馬を楽しんだり，開放的で自
然にあまり手を加えていないゴルフ場でプレイする。
・スト ックホルム市街から車を南東に約15分ほど走らせ
ると，針葉樹に覆われ泉の湧く懐の深い森がある。近く
の駐車場に車を停めて水を汲みに向かう。この辺りは空
気も澄んで、いてジョギングやウォーキングをする人，サ
イクリングを楽しむ人によく出会う（写真13）。
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写真 9 マスト登り（ウォー
ター フェスティバjレ）
写真10 岸壁と建物のわずか
な空間を生かした水
辺の遊歩道が続く
水辺をいかした遊歩道から自由に私有地の庭を
表通りへと抜けられる。
－湖のそばの野外活動と野外スポーツの施設
自然に可能な限り手を入れずに，野外活動・野外のス
ポーツが安全にできるように配慮されている。このバラ
ンス感覚は学びたい。
実施が可能な活動とスポーッ：水泳・魚釣り ・ボー
ト・カヌー・キャンプ・テニス・オリエンテーリング・
乗馬・ランニング・ウォーキング・マッサージ ・サイク
リング・合宿（写真14,15, 16) 
－地下鉄で中心街を少し離れると，至る所に遊歩道が延
びていて市民の健康運動の実践の姿が見られる。
（写真18,19) 
3 健康運動や余暇活動の強い見方
スウェーデンは書籍や出版物が日本に比べ，決して多
いようには思われないが，正当な物が真面目に出版され
ているという印象を強くした。余暇活動用地図や散策路
写真12 軽スポーツを楽しむ若者たち
写真13 泉に水を汲みにゆく人たちとジョギンク、を楽しむ
写真14 湖畔のそば‘の救命
具と水遊び、用の舟
をつなぐ鎖
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写真16 トレーニングコース図
写真18 ファミリーで思い思いの健康運動を実践
写真19 湖畔の遊歩道をジョギングする若者
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（遊歩道）案内書などが数多く出版されている。特にス
トックホルム地域のものは数種類出されている。充実し
た内容で装丁も立派で、ある。 2年あるいは3年おきに改
百している（写真17）。これは健康っくりや都市っくりの
政策の真面目さが反映されているように思われる。
il フィンランドから持ち帰った健康“魔
法の杖’，
フィンランドを訪れたとき、“Design Forum FIN-
LAND 1999”が終了したばかりであった。フィンラン
ドそして世界の秀れたデザインの商品を紹介するもの
で，その中にノルデイツク・ウォーカーと呼ばれる杖が
展示されていた。クロスカントリースキーのメーカーか
ら出品された商品で，クロスカントリースのストックの
石突きに船底様のアスフアルトパウと呼ぶゴム製のキャ
プが着脱可能な状態で付属していた。商品名からみて
ウォーキング用のストックであることがすぐに了解でき
た。それと同時に健康運動の大様といえるウォーキング
にこの杖がどれ程有効な働きをしてくれるか想像ができ
た。早速求めた。帰国して判明したことだが，既に日本
には上陸していた。ただし入手したニューデザインモデ
ルは未輸入であった。この杖は私に研究課題と健康をく
れる魔法の杖となりそうである。そしてウォーキングの
健康運動としての価値を高め，ウォーキングを真の健康
運動の大様にする魔法の杖となるであろう。
N 終わりに
約30年前，スウェーデンの健康っくりのモットーは「ト
ルムの中のスウェーデン」。現在のモットーは「スウェー
デン人はすべて運動の中にある国民」である。基本的な
考え方は揺るぎなく，確信をもって進んで、いる感を強く
する。変わったものは積み上げた実績の量ではないだろ
うか。その聞に国民の一人ひとりの中に健康に対する価
値感がゆっくり確実に育ってきたように思われる。遊歩
道で出会った家族連れや公園で一緒ジンパを行なった人
達など多くの実践者に出会ってそう確信する。実践が
あって初めて「健康っくり」の政策が生きていくし，政
策があるから健康運動の実践の継続を容易にしていくの
でしょう。この両者のバランスが重要であることを掴ん
だ研修であった。
最後に，最高のマネージメントをしてくださった藤井
恵美様，そして多くの見識者に出会う機会を与えてくだ
さった小川信子先生に感謝申し上げて，北方圏生活福祉
研究所の助成を受けて実施した海外研修報告を終わる。
[2000年5月31日受理］
Survey on the Sports for Health Promotion 
in Northern Europe 
Shieko Hareyama Northern Regions Research Center for Human Service Studies 
Abstract 
The present state of health promotion sports in northern Europe. especially in Stockholm. was surveyed 
during the summer school vacation in 1999. A phrase of ”Sweden in Trim" was historically given as sastis-
factory results in the theme of health promotion for the people. 
This survey reported on the actual approach to this theme for these 30 years in Sweden by the national 
organization of ”Health Promotion Society : KORPEN”. The present state of the programming feature of 
health promotion sports and the application of the natural environment as resource for that was also re-
ported. 
Additionally. this survey found the new sports instrumentation of”Nordic Walker" for the health promo-
tion of peaple in Helsinki. and reported on that utility. 
Key words: health promotion sports. Nordic Walker, Sweden 
118 
